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様式第３ 

会  議  録 

 

会   議   名 令和５年度第２回野田市公共下水道運営審議会 

議題及び議題ごとの 

公開又は非公開の別 

１「マンホールカード配布」について（報告）（公開

） 

２令和６年度野田市下水道事業会計予算（案）につい

て（報告）（公開） 

３野田市公共下水道運営審議会委員委嘱任期満了に伴

う委嘱手続について（報告）（公開） 

日       時 
令和６年２月２２日（木） 

 午後２時００分から午後３時１０分まで 

場       所 野田市中央公民館１階 講堂 

出 席 委 員 氏 名  

斎藤博，鷲尾真由美，竹村圭介，廣田有里，岡田武

治，福田正，五百川和家恵，石原和子，上原奈加，田

口さゆり，上口清彦，山本泉 

欠 席 委 員 氏 名  守安邦弘，新玲子 

事   務   局 

鈴木有（市長），小田川豊（建設局長），飯塚等（土

木部長），高橋康仁（土木部次長兼管理課長），荒井

哲也（下水道課長），勝田等（下水道課長補佐），佐

野真次（副主幹兼下水道課経営係長），川俣亮成（下

水道課工務係長），濱野明子（下水道課業務係長），

浅野学（下水道課管理係長），我妻真由美（下水道課

主査），湯沢和寿（下水道課主任主事），浅海恵莉（

下水道課主事） 

傍   聴   者 有り（３名） 

勝 田 課 長 補 佐  

 

 

 

 

 

定刻となりましたので、ただ今から、令和５年度第

２回野田市公共下水道運営審議会を開会いたします。      

本日はお忙しい中、御出席いただきまして誠にありが

とうございます。 

本日の司会進行を務めさせていただきます、下水道

課の勝田と申します。 
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よろしくお願いいたします。 

会議を始める前に、資料の確認をいたします。 

事前にお配りいたしました資料の他に、 

席次表 

マンホールカード３種類 

野田のマンホール 

報告第２号の４枚目（６）、下水道事業における委

託料の債務負担行為の設定について 

報告第３号 野田市公共下水道運営審議会委員委嘱

任期満了に伴う委嘱手続について 

をお配りしております。 

誠に申し訳ございませんが、報告第２号の４枚目

と、報告第３号につきましては、一部誤字がありまし

たので、先にお渡ししております資料を、机の上にお

配りしてある資料へ差し替えをお願いいたします。 

本日資料をお持ちでない方、また、不足がありまし

たら、事務局にお申し付けください。 

本審議会の委員は１４名でございます。 

なお、守安委員、新委員の２名より欠席の連絡を受

けておりますので、本日は、委員１４名のうち、出席

１２名であります。 

野田市公共下水道運営審議会条例第５条第２項に規

定された、委員の過半数に達しておりますので、本審

議会が成立することを御報告申し上げます。 

なお、本審議会につきましては、個人情報の不開示

情報を取り扱うことがありませんので、原則、公開と

なります。 

つきましては、内容を広く市民へ周知するため、市

報、ホームページに審議会開催について掲載するとと

もに、本日の審議会資料と議事録について、後日市ホ

ームページ及び、行政資料コーナーで公開をいたしま

す。 

また、議事録作成のために録音させていただきます

ことを御了承ください。 

次に、傍聴についてですが、先着10名とさせていた

だいております。 

傍聴者につきましては、本日３名の申出がございま
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市       長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

勝 田 課 長 補 佐 

 

 

 

 

 

 

 

した。ここで傍聴者の入室をお願いいたします。 

会議の途中で、傍聴の申出があった場合には、会議

に支障がない限り、その都度入室していただきますこ

とを御了承願います。 

 

それでは、次第に従いまして進行させていただきま

す。 

初めに鈴木市長より御挨拶を申し上げます。 

 

皆さまこんにちは。本日はお忙しい中、お集まりい

ただきまして、誠にありがとうございます。 

令和５年度、２回目の野田市公共下水道運営審議会

となります。今回は報告案件が３件ございます。詳細

につきましては事務局より報告させていただきます

が、一つ目として、新たなマンホールカードの配布に

ついて 

二つ目に、令和６年度野田市下水道事業会計予算案

では、下水道使用料収入に対し維持管理費が増加して

いるため、財務諸表により経営状況を把握し分析しな

がら、下水道事業の経営の健全化を進める経営戦略の

見直し及び下水道使用料の改定の検証について 

三つ目として、野田市下水道運営審議会委員委嘱任

期満了に伴う委嘱手続についてとなっております。 

委員の皆様には、忌憚のない御意見を頂きますよ

う、お願いいたします。 

今後とも、下水道事業について、御指導、御激励賜

りますことをお願い申し上げます。本日はどうぞよろ

しくお願いいたします。 

 

ありがとうございました。 

それでは市長は公務のためこれで退席いたします。 

 

よろしくお願いします。 

 

≪市長退席≫ 

 

議長は、審議会条例第５条第1項の規定によりまし
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斎 藤 会 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 全 員 

 

斎 藤 会 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業 務 係 長 

 

会 長 

 

 

て、会長が議長を務めると規定されておりますので、

斎藤会長にお願いしたいと思います。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

それでは、審議会条例に基づきまして議事進行させ

てございます。 

それから議事進行を進めて参りますが、皆さんの御

協力をよろしくお願いいたします。 

それでは、座って進めさせていただきます。 

 

よろしくお願いします。 

 

初めに議事録署名委員について選出をしたいと思い

ます。 

特に御意見がなければ議長の方から選出、指名させ

ていただきたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

 

はい。 

 

ありがとうございます。 

異議なしということでございますので、議事録署名

人につきましては、上原委員、田口委員の両名にお願

いしたいと思います。 

よろしくお願いいたします。 

 

それでは、これより報告３件がございます。 

それについて、事務局の方から説明をお願いしたい

と思います。 

 

まず第１号、マンホールカード配布について説明を

求めます。 

 

報告第１号説明 

 

ただいまの説明につきまして御質問等ございました

らお願いしたいと思います。 

いかがでしょうか。 
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山 本 委 員 

 

 

 

 

 

業 務 係 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山 本 委 員 

 

 

 

 

 

 

 

業 務 係 長 

 

 

 

 

 

〈 挙手 〉 

 

はいどうぞ。 

 

御説明ありがとうございました。 

２点ほど教えていただきたいのですが、これはコス

ト、製作費はどれぐらいかかっているのか。というこ

とと、デザインの選定はどうやって決めたのかを教え

てください。 

 

費用の方につきましては、マンホールカードとして

発行できるのが、下水道プラットホームで決められて

おりまして、募集が年３回あり、１回に１市町村１種

類と決められております。最初に費用としては、８万

円ほど掛かりますが、マンホールカードは無料で配布

しておりますので、掛かる費用はございません。増刷

する場合、１ロット２，０００枚、４万円です。 

デザインに関しましては、「関宿城・松」旧関宿町

で作成したデザインマンホールをカードにしたもの

で、「牡丹」についても同じです。 

「けやき・つつじ・ひばり」は野田市のもともとの

マンホールのデザインをカードにしました。 

 

もう一点すみません。 

マンホールカードの効果と言いますか、そういった

ことについて、市ではどう考えていますか。 

よくある転売ヤーではありませんが、転売して、レ

アカードとして、高く売れるらしいと、聞いたことが

あるのですが。 

そのあたりは、どうお考えですか。 

 

はい。 

カードの転売につきましては、下水道プラットホー

ムでも、問題視されております。転売は基本禁止とい

うことは、野田市のホームページでも訴えておりま

す。 
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会 長 

 

 

 

 

 

上 口 委 員 

 

 

 

業 務 係 長 

 

 

 

 

 

上 口 委 員 

 

 

 

 

 

 

 

業 務 係 長 

 

 

 

 

ただ、モラル的な問題であり、高額で取引が行われ

ているのが見受けられます。 

効果については、配布場所が、観光地、観光案内が

あるところで、お配りできればいいのですが、野田市

でちょうど良いところがなくて、基本マンホールが設

置されている近くで、市役所・いちいのホール・関宿

城博物館で配布しております。 

 

他によろしいですか。 

 

（挙手） 

 

はいどうぞ。 

 

このチラシに記載されているＡ，Ｂ，Ｃについて

は、実物がここにあるという認識でよろしいでしょう

か。 

 

カラーマンホールの設置の場所がＡ，Ｂ，Ｃにある

のではなく、マンホールカードの配布場所を地図には

掲載しており、実際のカラーマンホールにつきまして

は、その隣の「まめバスに乗って探そう」と書いてあ

る、Ａ，Ｂ，Ｃで記載させていただいております。 

 

はい。ありがとうございます。 

実は、私、旅行が好きでいろいろ行くのですが、飛

騨高山だとか、著名な観光地が大々的に作って、設置

してあります。私もよく写真を撮ってきます。これが

すごく記念になるのです。ですから、野田市も整備し

ていただければ有り難いなと思っておりますが、いか

がでしょうか。 

 

はい。御意見ありがとうございます。 

マンホールカードの配布場所に展示用のマンホール

を設置しております。カードに掲載している緯度・経

度につきましては展示用のきれいなマンホールの設置

場所を掲載してあります。カードとともに記念に撮影
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上 口 委 員 

 

斎 藤 会 長 

 

 

 

 

 

経 営 係 長 

 

斎 藤 会 長 

 

 

山 本 委 員 

 

 

 

 

経 営 係 長 

 

 

 

 

山 本 委 員 

 

 

 

 

 

 

経 営 係 長 

 

する方が多いと聞いておりましたので、そちらの場所

にしました。実際に設置されているカラーマンホール

の場所の問合せもあるので、このチラシには、「まめ

バスに乗って探そう」欄を掲載しました。 

 

はい。ありがとうございます。 

 

よろしいですか。 

ないようですので、 

報告第１号は終了とします。 

続きまして、報告第２号「令和６年度野田市下水道

事業会計予算案」について説明をお願いいたします。 

 

報告第２号説明 

 

ありがとうございました。 

こちらについて何かご質問はございますか。 

 

何点か質問をさせてください。 

２枚目の（５）の予算見積書のところで、消費税還

付金が５年度と６年度で約２倍弱の差がございますが

これについて説明をお願いします。 

 

こちらにつきましては、資本的支出のポンプ場建設

改良費の工事請負費が増額することなどに伴い、仕入

れに係る消費税額の増額が見込まれたため、還付金額

が多くなると見込んでおります。 

 

今の話は、工事費の増額に伴って、消費税の金額が

増えているということですね。 

それから（６）で、流域下水道維持管理負担金が

２，０００万円の増となったということですが、これ

は収益的収支の下水道維持管理費に含まれているとい

うことですか。 

 

下水道事業費用の中に、流域下水道の維持管理費が

ございます。こちらが主に維持管理負担金の金額にな
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山 本 委 員 

 

 

 

 

経 営 係 長 

 

 

 

 

山 本 委 員 

 

 

 

経 営 係 長 

 

 

 

 

山 本 委 員 

 

 

 

経 営 係 長 

 

 

 

 

山 本 委 員 

 

 

 

経 営 係 長 

 

 

ります。 

 

１枚目の（３）の中で、過年度、当年度分の損益勘

定留保資金とありますが過年度分と現年度分をどのよ

うに計算してどのように充てているのか教えてくださ

い。 

 

まずは、過年度分全額の補てんに充てようと考えて

おります。当年度分損益勘定留保資金は当年度の減価

償却から長期前受金戻入額を差し引いた金額で、残っ

た不足分だけに充てる形と考えております。 

 

過年度分は今回で一応なくなるということですね。 

これについては、資本的収支の予算上には計上され

ていないのですか。 

 

おっしゃるとおりです。補てん財源は、資本的収支

の収入としては計上されておりません。あくまでも、

資本的収入と資本的支出の差引きで不足する額に充て

る財源という考え方です。 

 

その考え方ですけれども、予算書に出てこないとな

ると、議会の議決を受けないということなのでしょう

か。 

 

資本的収入及び支出については４条予算と言いまし

て、予算書の４条の条文において予算額を定めており

ます。また、今申し上げた補てん財源の内容について

もこの条文の中で定めております。 

 

予算だけ見ているとフローの部分はわかるのですが

ストックの部分、要は内部留保の金額がわからないと

思うのですが。 

 

内部留保資金の金額は貸借対照表の方で示しており

ます。 
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経 営 係 長 

 

 

 

山 本 委 員 

 

 

 

 

 

経 営 係 長 

 

 

 

 

 

 

 

山 本 委 員 

 

 

 

経 営 係 長 

 

 

 

 

 

山 本 委 員 

 

 

経 営 係 長 

上 口 委 員 

資産として計上されているということですね。予算

書を提出するときには貸借対照表も付いているのです

か。 

 

はい。貸借対照表は予算書の一部として記載してお

り、内部留保資金は流動資産の現金預金として計上し

ております。 

 

先ほどの（６）に戻ります。「経営戦略改定及び下

水道使用料改定支援委託料」として、令和６年度から

令和７年度までの期間で債務負担行為の設定を行うと

のことですが、２か年にした理由と、債務負担行為の

限度額13,500千円の内訳を教えてください。 

 

まず、１つ目の質問についてですが、令和６年度中

に料金改定を進めさせていただき、それに基づいて令

和７年度に経営戦略の改定を同時に進めていくという

ことで２か年としております。 

また、２つ目の質問についてですが、令和６年度に

おきましては税抜きで9,000千円、令和７年度におい

ては税抜きで4,500千円を計上しています。 

 

令和６年度中に20,000千円支出が増加すると書いて

ありますが、債務負担行為額は13,500千円で良いので

すか。 

 

20,000千円については、流域維持管理負担金の増加

額です。13,500千円については、そういった負担増を

解消するための下水道使用料の料金改定及び経営戦略

を策定するために必要な委託費の限度額となっており

ます。 

 

その「経営戦略改定及び下水道使用料改定支援委託

料」の財源はどこから来ているのですか。 

 

主に下水道使用料となります。 

枝葉末節なお願いなのですが、この中の資料の数字
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経 営 係 長 

 

 

上 口 委 員 

 

 

 

 

 

 

会 長 

 

上 口 委 員 

 

 

 

 

 

 

経 営 係 長 

 

山 本 委 員 

 

 

 

 

経 営 係 長 

 

 

 

 

 

 

会 長 

は半角と全角が入り混じっていてみづらいです。でき

たらそろえていただけると有り難いです。 

 

表記の見やすさですね。改善することを検討いたし

ます。 

 

それと、下水道につなげていないお宅がすごく多い

と感じます。つなげていただければその分下水道使用

料の収入が増えると思うのですが。そのあたりを抜本

的に何かうまい方法を講じていただけると有り難い。

積極的につないだ人が損する形にならないようお願い

したいです。以上です。 

 

他にございますか。 

 

すみません、もう一つ。私はもう老人ですので先ほ

どの説明は非常に聞き取りにくいですね。ですから、

できればもう少しゆっくり滑舌よくして話していただ

けると有り難いです。正直言って半分くらいしかわか

りません。字が書いてあるので何とかついていけてい

ますが。よろしくお願いします。 

 

大変失礼いたしました。以後気を付けます。 

 

料金改定について、先ほどの流域維持管理負担金の

増だけでなく２４年度問題とか様々な問題によって下

水道を維持するために必要な費用が大きくなると思う

のですがそのあたりはどのようにお考えですか。 

 

今回の設定した債務負担行為の中で経営戦略の改定

があるのですが、そのときにそういったもろもろのお

話を踏まえまして今後の収支シミュレーションを何通

りか検討していきます。そして、その中で現状の下水

道使用料ではどれだけ収入が不足しているのか、どれ

だけ必要なのかを試算して今後の収支を検討していき

ます。 

 他にございますか。 
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下 水 道 課 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上 口 委 員 

少し私の方からよろしいですか。 

浅間下排水樋管改築工事というのは、国交省からの

指示で耐震補強を見据えての改修工事を行うのです

か。 

 

野田橋の付近に、以前御用蔵がありました。その近

くに、浅間下排水ポンプ場がございます。この施設は

平成２５年に新築され稼働しています。当時、江戸川

に流すための樋管の改築についても国の江戸川の堤防

を強化する事業とあわせて、同時に進めていく予定で

したが、財政面や用地の問題等があり、事業自体が遅

れてしまった経緯がございます。 

ようやく工事が進められることになり、それに合わ

せて今ある既設管を新しく布設替えすることになりま

したので、改築工事委託料を計上されれば、国土交通

省と協議をし、予算が約２か年から３か年かけて改修

工事を行っていく計画です。 

 

 ありがとうございました。 

もう一つ、流域維持管理負担金の５か年単価の増に

伴って料金改定をせざるをえないとのことですが、こ

の５年間の値上げも踏まえて今後使用料の検討をして

いくことなのですか。 

 

 おっしゃるとおりです。 

令和６年度では汚水排除量１㎥当たり６３．４円の

負担金単価が６５．０円に上がることが決まりました

が、また令和７年度～令和１１年度に更なる単価増と

なる見込みです。そのことについては今年の３月に千

葉県の方から連絡があるとのことですので、それも含

めて料金改定を検討していきます。なお、料金改定（

案）につきましては、次回、令和６年度の第１回審議

会である程度内容を固めたものを皆様に御説明差し上

げまして、皆様の御意見を頂戴できればと考えており

ます。 

 

下水道使用料の料金が仮に年間で900円上がったと
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下 水 道 課 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 長 

 

 

 

 

 

業 務 係 長 

しても、民間人からすると相当きついです。今は値上

がりばかりでほとんどの人は生活に困窮しています。

そのあたりも含めて配慮していただきたいです。それ

と、水道料金の値上がりについてはどうなっているの

でしょうか。 

 

料金改定を行うことで皆様の負担増というのが少な

からず発生するというところは我々も承知はしており

ます。ただ、可能な限りその負担が均等になるような

方法や、また、急激な値上がりにならないような方法

を併せて検討していきたいと考えております。 

なお、現在の野田市の下水道料金体系については、

平成20年4月から15年間値上げをしていない状況で

す。その間、様々な社会情勢が変化してきた中で、今

の下水道事業の経営状況で収入と支出のバランスを考

えたときに、どうしても支出の方が多くなっておりま

して、そういった事情は皆様にも御理解いただきたい

と考えております。また、そのあたりも含めましてど

ういった形で皆様に御説明していくかというところも

検討していきたいと考えております。 

また、水道料金についてですが、申し訳ございませ

んが、我々の方は下水道事業を運営しておりまして、

水道事業が具体的にどういう状況であるかということ

は把握しておりません。ただ、聞いた話では、野田市

の水道は千葉県の北千葉水道企業団に頼っているとこ

ろが多く、そちらの方が料金改定をしたいという意向

があるとのことです。このことについては水道事業の

審議会で御審議いただくという形になるのではと思い

ます。 

 

他にございますか。 

ないようですので報告第２号については終了いたし

ます。 

続きまして、報告第３号「野田市公共下水道運営審

議会委員委嘱任期満了に伴う委嘱手続について」 

事務局から説明をお願いします。 

報告第３号説明 
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会 長 

 

 

 

 

 

 

 

下 水 道 課 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 長 

 

 

下 水 道 課 長 補 佐 

 

 

よろしいですか。 

御質問ございますか。 

ないようですので報告第３号については終了いたし

ます。 

以上で本日の議題は全て終了しましたが、他に事務

局の方から何かございますか。 

どうぞ。 

 

委員の皆様におかれましては、本日当審議会に御参

加いただき誠にありがとうございました。 

頂戴いたしました様々な貴重な御意見につきまして

は、今後、下水道事業に生かすべく技術力を持って、

経営改善を行ってまいりたいと、そのように考えてお

ります。 

今後とも御激励のほどよろしくお願いしたいと思い

ます。 

詳細につきましては、改めて御案内差し上げますの

で、よろしくお願いしたいと思います。 

本日はどうもありがとうございました。 

事務局からは以上でございます。 

 

それでは本日の審議会の内容をすべて終了しまし

た。 

 

斎藤会長、議事進行を含めまして、ありがとうござ

いました。 

以上をもちまして、令和５年度第２回野田市公共下

水道運営審議会を閉会いたします。 

皆様お忙しい中誠にありがとうございました 

 

（閉会宣言） 

 


